


























































































ない 中学のみ 高校のみ 中高両方
人数 47 30 42 232002年割合 33．1％ 21．1％ 29β％ 162％
人数 13 17 29 212003年割合 163％ 213％ 363％ 263％
人数 23 13 62 342004年割合 17㌧4％ 9．8％ 470％ 258％
人数 9 9 47 332005年割合 93％ 82％ 4＆5％ 34．0％
人数 9 8 50 382006年割合 ＆7％ 77％ 48ユ％ 365％
人数 10 8 57 432007年割合 8．5％ 6．8％ 483％ 364％
人数 9 7 54 412008年割合 8．1％ 6．3％ 4＆6％ 36．9％















































ない 家族兼用 自分専用 複数台所有者
人数 48 85 112002年割合 33B％ 599％ 7．7％ 14％
人数 29 46 62003年割合 363％ 57．5％ 75％ 13％
人数 28 81 242004年割合 212％ 614％ 182％ α8％
人数 19 58 222005年割合 196％ 598％ 22．7％ 2．1％
人数 20 62 252006年割合 192％ 59．6％ 240％ 2．9％
人数 21 67 312007年割合 178％ 56β％ 263％ α8％
人数 11 77 252008年割合 99％ 694％ 22．5％ 1B％

































2006年 19．2％ 59．6％ 24．0％
1996年 懸欝籔 雛懇鑛 錨羅
表6　タイピングの早さ　（文字数／10分）
平均 最大 最小
2002 87．1 211 33
2003 107．8 233 47
2004 121．9 332 55
2005 199．6 298 77
2006 288．2 399 98
2007 333．8 553 108
2008 347．6 566 116

































































人数 データなし2002年 割合 データなし
人数 272003年 割合 33．8％
人数 422004年 割合 318％
人数 372005年 割合 38．1％
人数 382006年 割合 36．5％
人数 352007年 割合 29．7％
人数 182008年 割合 18．6％














人数 18 26 53 142008年 割合 16．2％ 234％ 47．7％ 12．6％



















國2008年人数 18 26 53 14
ロ2009年人数 26 8 46 7
高等学校における「情報」必修化に伴う学生の情報技術習得率の変化に関する一考察　一2002年から2009年までの変化一　　　123
しかしながら、その一方で、学生の習得している情報処理能力に格差が広がっていることは見
逃せない。その理由のひとつに、高等学校におけるパソコン環境の整備が間に合わず、学生た
ちが高校で学習した「情報」の授業が演習形式でなかったことがある。調査により、高校での
情報の授業は、講義形式やインターネットでのネットサーフィン、ペイントソフト、ゲームな
どを中心に進められることがあることもわかった。しかし、そうした授業は実際の社会で役立
つ実践的なパソコン技術を指導する短大の授業内容とかけ離れており、その違いが学生のスキ
ルに格差を生み出す一因ともなっているといえよう。
　今回の調査によって、学生の中にはパソコンの知識が極めて初歩である、パソコンの種類や
OSの種類を理解できていない者がいることも明らかになった。今後は、情報処理の作業のみな
らず、初歩的なパソコンの環境なども丁寧に指導し、学生が常識的な知識を身につけられるよ
う、授業を進める必要がある。
おわりに
　以上のデータから、学生のパソコンに関する経験値は上昇し、使用環境も整えられている一
方で、学生の情報処理能力に格差が生じていることは確実である。当然のことながら、タイピ
ングに時間を要する、技術面での理解力が乏しいなど、パソコンに関して苦手意識を持つ学生
がパソコンで苦労する要因は様々である。また、高等学校までの学習で、ワープロソフトや表
計算ソフトを活用する技術を習得している学生は少ない。
　今回見たように、パソコン技術の習得に関して多様な問題点を抱える学生が年々増えている
現在、情報処理教育のあり方を今後も検討し続けることは極めて重要な課題である。今後の課
題として、単なる情報処理技術だけでなく、広い意味での情報技術の必要性やインターネット
モラルなどの基礎的知識を習得させることも必要である。そして、今後の社会でさらに発展す
るであろう“情報化”に気後れすることがないよう、柔軟な対応ができる人材に育てる必要も
あろう。
　今回は、数値化できなかったが、入学の時点でワープロソフトによる文字入力数の少なかっ
た学生が、短大の授業を受講した後に情報処理能力が伸びないことはない。むしろ、“できない
意識”を強く持つ学生も、情報処理を楽しいと感じるきっかけさえあれば、能力を伸ばすこと
ができると考える。その機会を作ることが何よりも重要である。卒業後の学生が、専門分野に
かかわらず、社会の中で求められる文書処理能力は様々だが、社会で与えられた職務を十分に
果たすことができるように、教員も学生も一層の努力を重ねる必要があろう。
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